
 



～シンポジウム～ 
「南四国の自然を体感するミュージアムの建設に向けて」 

令和 7 年 3 月 29 日（土）13 時 30 分 ～ 16 時 10 分 

オーテピア ４階 研修室（高知市追手筋２－１－１） 
 

【主 催】 
高知に自然史博物館をつくる会 

【共 催】 
日本ミュージアム・マネージメント学会（JMMA）中・四国支部会 

高知みらい科学館， 高知昆虫研究会， 四国自然史科学研究センター， こうちミュージアムネットワーク 
【参加費】 

無料．高知の自然と生物に興味を持つ方は，どなたでも参加できます． 
 

令和５年度日本ミュージアム・マネージメント学会中・四国支部研究会において，高知県に
は自然史科学系標本（植物を除く）の保管場所となる県立施設がなく，公私で管理している多
くの標本が５～10 年以内に散逸する恐れがあることが紹介され，関係機関と連携して適切な
保管場所の確保と活用の仕組みづくりについて，課題の共有化がなされた． 

本シンポジウムでは，「高知県立自然史博物館設立に向けた取り組み」について，本会が令和
６年度に実施した調査活動の結果を報告する．そのあとに，調査によって得られた情報を基に
して，「南四国の自然を体感するミュージアムの建設に向けて」と題し，会場の参加者とともに
討論を行い，今後の展望について協議，検討を行う． 

 
【プログラム】 

13：30～13：40 開会 総合司会 笠貫ゆりあ（高知みらい科学館） 
開会挨拶・趣旨説明 谷地森秀二（高知に自然史博物館をつくる会） 

13：40～14：30 話題提供「標本一時保管場所の模索と，高知に自然史博物館ができることに 
ついてのアンケート調査結果紹介」  谷地森秀二 

14：30～14：40 質疑応答 
14：40～14：55 休憩・会場整備 
14：55～16：00 総合討論「南四国の自然を体感するミュージアムの建設に向けて」 
               コーディネート 髙橋信裕（高知みらい科学館・JMMA 理事） 
               パ ネ リ ス ト  谷地森秀二 
                       中山直英（高知大学理工学部） 
                             辻  雄介（株式会社相愛） 
                             藤川和美（牧野記念財団）  
16：00～16：10 閉会挨拶 髙橋信裕 
16：10     閉会 

 
【問い合わせ・申し込み先】 

medobuchi@yahoo.co.jp （谷地森） 


